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論 文 内 容 要 旨
オ キ ア 三 脂 簑 の 抗 離'化 惟 と 過.齢'4し 物
・今 解 作 用 じ 陶 す3研 究
杳 鐘 君
緒 言
最 大 の ・K彦 物 柴 剰 用 資11腕 し π1主 目 さ れ π
い3南 極 潅 潜 ア ≡(E啄 齢 飢5り … 刎 つ 月膨
は 弓 ン 脂 蹟 を 多 く 含 み ,ア イ コ サ パ ン タ エ ン
離 ㍗ ド つ 寸 ヘ キ 寸 エ ン 離 惨 ビ つ凋 俊 不 艶 知 脂
月方 卿 ・ 駐 こ と 力吻 ら 煽 ン'ノ ㌔ ぽ か ・ π
オ キ ア ミ 左 食:糧 資 漁 乙 し π 剰 用 す3蜴 倉 は,
加 工 ・ 貯 蔵 ・抄 協 ・・す3含 肩 脂 箪 っ 離 艶 力・ 大 包
β 向 題 と な3.し か し,オ キ ア ミ 脂 竣 け 脂 肪
離'組 戯 か ら 予 想1亡 取・3士 り 毛 函匁'4乞 の 進 行 か'亙
く,長 期 向 保 存 中 に 毛 愚 醸'他 物 価 力・ 全 く 上 尋
し ブ3い と.し 、 う 才考L異一ブ3チr右 須 左 才考Lっ マ い3.と こ
"ヲ カい
、 厘波 イヒ,つ 進しそ〒 フケ・'産 い っ1寸 ど'っ よ う プコ 抗 函笈・
他 催 物 竣 つ 海 在 に よ3も つ か ,ま た/朕 存 中 に
瞳 離 化 劾 価 が 上 昇 し β い つ1斜 ・ 力鴨3篠 揖
す ブ3弓 つ 「{う醸 べ 〃ヒ.カ・'⊥:佳そテ し7な い た あ カ、あ3・ い は イ可
ら か の7ゑ 因 で過 酪 化 物 か・ 蓄 移 し ぢ い た あ か,
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老 っ 積'橿1寸 ・全 く 不 β月'で9.あ ∋ ρ 乞 こ二 ¶で オ ・キ ア
三 脂 竣 中 っ 杭 配1'絶 戯 今9検 塗 乏 行 俗 う と 薪 に
保 碍 ・担 二 過 離 化 物 価 の 上 昇 し ね い 理 由 を 解 明
し よ う 巳 し 在 。
篤 峰 オ キ ア ミ 脂 獲9抗 離 馳 偉 あは てプ過 離
ピ々 物 蓄 積 の 卿 制 劾 果
才 キ ア ミ 脂 蹟 ・っ 抗 画矯 〃乞 惟 あ、よ てド 保 診 倖 に 濫,.
離 他 物 価9上 塀 筋1カ3作 用 招 罰 バ 多 た め こ
ン令 ン東 そ岳 矛}し た 金;オ キ ア 三 か 弓 ク ロ ロ 訟!レ ム/
メ タ ノ ー ・し ぐNの マL'抽 宏 し た 全 脂/稜 左 ケ ラ
齢'カ ラ ム ク ロ マ ← グ ラ フ う一 左 囹 い て 中 ・催 脂 獲
穂 脂 珍 劣ぱ び… ン 脂 竣 区 今 に ・今 判 し た 。 を9
壱 ・量.比 は る れ,智 れ ケ解1ち こ ¢/↑ あ っ 表 。
第1葬:抗 離'4乞1銭 分 っ 検1豪
オ キ ア ミ'全R旨 珍1;み よ てバ ケ イ 函笈 カ ラ ム マ"!今 男fl
し .た 各 脂 珍 区 令o;抗 離 犯 ・彦 色 重 量 法 に ‡ う 言
{フ'ン テ ス1一 に よ ・ π 調 べ 声 と 二 多
,全 脂 瑛
は す ぐ 叶・ 右 抗 離4ζ 性 左 示 し た.各 脂 頻 区 令 に
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っ い π み、3と 中!楼 月旨 『葵 区 今 力や7角一之力 πい
,イ 也9
2区 今 は 全 く 薫 劾 で あ っ た 。 中 惟 脂 簑 区 令 に
リ ン 脂 須 区 今 を 加 力 ∋ と 鋤 果 が 増 し 、 中 性 脂
須:区/分 ・に 対 才3り ン 月旨 須 区 ・分・r)才 目 …禦 イ降 嗣 力"認 ・
あ ら げし た(771ノ ・/)・ 中 雀 脂 賓 区 今 左 さ ら に ケ
イ 函竃 カ ラ ム フい今 藍 す3と 主 ノ霞 ・分 は ヘ キ 寸 ン ./
エ ー テ ・レ(ヲ ∠一1よ)で1容 出 す3ト リ ク'… 也 リ ド
区 イ分・ で 、 二 つ1容 出 醒 弓〉(う み が 抗 醗1'4乞 ・卜生 左 煮 し
たC戸r『 ・))・ の《 上一 ・う 結 果 か ら オ キ ア ミ 脂 箪 ら
就 離 〃レ 尾 物 箋 は 中 惟 脂 須 区 今 中 つ ヘ キ ガ ン/
エ ー テ ル(ヲ 」ト こ3一 、)ll各 出 唇 令 に ・含 ま 才し て い3
こ と.カ ぐ イフ カ・っ プ三6っ マい 、 こ.ζっ 抗 画須'4乞 チ婁 物 須 を.一r
Lご 上 で瀬 出 し'(触3)'マ ス ス ペ ク ← ・ つ
嗅り 是 結 果 力・ ら 試 一 ト コ フ:ニ ロ ー 〆し と.才毬 是 し"た
。 し'た ・か・っrオ キ ア ミ 月旨 翁 ・っ ゑ充 鵬 ・〃ヒ'塵 は 〆 一
← コ ア ェ ロ ー!し に よ3も ・η フ'●,ワ ン 目旨 「蟻 力・'木自
棄 剤 巳 し π 年 用 し マ い3こ 肋 朋 阿 ら か1・ な.
た 。
第 ユ 蔀 遇二離 ・花 物 蕎 ・積 っ 卿 剃 劾 果
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オ キ ア ミ 月旨 箕 に は 抗 函疑 〃乞 ノ残'分 と し て 民 一 ド
コ フ ェ ロ ー/レ か・含 ま れ マ い3こ と 左i認 、.あ フ乞 か'
脂 瑛 ち 長 期 向 偲 嬉 し フ 毛 且 鰯 耽 物 価 か 全 く 上
身 し 蔦 い の1つ 幽 ← コ7ヱ ・ 一 ・し つ4糊 だ け
'了"はi訪Lθ 月 し
に く い の フい
ノ=二 〇)モ 糎 由'セ.知=多 プ三 ・め
・全 脂 蹟;み 重 ゲ 全 脂 賓 ・う ラ・ イ 敵 ・ カ 「}ム 各 令 藪 区
・今・、 す1な ・わ 一ち ク ロ ロ ホ/し ム 晦 、宏 琶 ・分(Ψ ・チ生 脂
箕 ♪,ア セ ト ン ラ容 出 区'分(孝 葱 矧旨 後),メ タ!
一 ル 晦 出 唇 今(9ン 脂 獲
,ρ レ1♪ 、 〃場 酢 離
一 〆 タ ノ ー ル 膠 出 彦 ・分(リ ン 脂 竣
,Pレ Σ ジ つ
係 存 ・弁 つ 瞳 畷 他 物 価(POレ)ど カ/し ポ ニ ・レ 価(
coレ)6ワ こ変"ヒ ・'色 畢劉 是 し た(アrヂ ・`≠)。 ρoワ1二 っ
い マ み う と・ ,全 月旨 蹟 毒 ゴr?"抗 面宏'化 チ望 色 註,忍あ な
か ・ た リ ン 脂 須 区 今 ↑ は い 牢 れ 右P・ ワ か 上 昇
し フ熔 か っ た カ・'、 σく 一 ← コ フ ェ σ 一/し 左 含 弓)・!チ・
・断 纐 区 今 は 誘 導 期 後P・vか 大 を く 増 加 し た
・;の 向coソ け ・各 区 令 と 毛 上 与 し,特 に ρoレ
勿 上 尋 レ か カ・・ た'/ン 脂 舅 区 令 てコ 寸 甲 性 脂 須
区 今 よ り 看 早 期 に 噌 大 し ,p御 の 上 昇 し ねu
こ と1釦 購 化 か'抑 え ら れ39フ ・嘱 か く 生 耀 し た
一i7s一
瞳一函π 化 物 か'直 も に ・分 解 志 れ3た あ フ・あ う と
雄 髪 を れ 在 ・ こ つ 莫 を 明 ら か に 才3た あ オ キ
ア ミ ・全 脂 獲 方 よ ザ 乞 め ケ イ 離 ・カ ラ ム 各 今 弦 唇
今 に)%の ワ/一 ル 離 メ チ ・レHPO左 加 カ マ
ρ御 の 経 日 和 縫 調 べ た と こ3傷 ・7汐)'中
性 脂 蹟 丞 今 フ帆はP碑 か 著 し く 上 昇 す3ゑ 面,
全 脂 笈 オは ザ リ ン 月晦 区 今 で1鷲 ・し吻 急 激 怠
減～ナ 左 示 し 、 ワ ン 脂 瑛 屡 今 に よ3畳 離'化 物 ・今・
解 イ裕 用 力"認 あ ら 弗 た 。
第):章 各 種 動 植 物 惟 脂 復 っ 抗 離、他 惟 あ 之 ザ
⊥邑 齢'4(乙 物 今 解 イ斧 岡
オ キ ア ミ り ン'脂 須 っ 西 鶴'佗 物 ∠分 解 作 嗣 か＼ オ
キ ア ミ に 塘 一異 餉 が を の か ど う か 竃 諺}べ 多 参 あ
い く つ か つ 隻ヵネ直 物 雀 能 須 乏 え ら が 、 る ・3才ん 離'
、4ヒ・綾 よ・ま び'且 瀦'4乞 物 分 解 ・イ斧 用 ぼ つ い マ オ キ ア
ミ 月繊 と 地 鞍 梶 す し た ・ 脇 御#各 種 鋼 纐
あ・よ び円 ン 脂 後 の 抗 鶴 耽 ・健 乞 重 量 法bよ ・ て
調 べ'悔 も の で あ う 。 全 月盲 茨 つ 抗 離,'免 惟 つ 強 士
は 米 糠 月旨 獲 ン 六 壼 月旨 蹟,オ キ ア 三 『旨 笈 ン ひ ま
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わ り 脂 質 ン 卵 黄 脂 磧 つ 噸 と か つ た が ,・ 勧1
ン 脂 憂 区 今 に は 全 く 抗 離 花 劾 果 か'認 あ ら れ か
か っ た 。 全 脂 笏 ・物 抗 酵 馳 宿 鋪 圃 今 老 言罰 べ3
在 あ ← コ フ ユ ・ 一 ・し ・含 量 ち 劇 髪 し た 結 果 、 ←
コ7エ ロ ー!し の 多 い 月旨 須 ほ ど 才記 画覆'4乞 チ望 力・弓姦 い
傾 向 を 孟 し,各 脂 勃 弁 つ 主 参 抗 離 ・4頓 船 知 ま ←
コ7エ ロ ー ル フ" .あ3こ と・'か'推 是 さ れ た 。 米 糠
脂 茸 が}一 コ7エ ト ・し 含 量 ・ 上し し マ 抗 敷'絶 鋤
果 が 強 か ・ 悔gは フ エ ・レ ラ 離 誘 導 体#ど コ=よ
さ 劣 弓 と 耀・ψ 承弓 。 次 い で 各 糎 全 月旨 須r・ 俗 為
【物 ρ鐸 の 変 他 セ み3と リ ン 脂 蹟 含 量 餌 葛 い
脂 蹟 ↑ はP卯 の 上 昇 が 抑 九 ら 丸 る 傾 鋤 ・認 あ
ら れ だ ・ 一 労 ワ ン 月韻 含 量 が 待 に 位 力・っ た サ
ま わ 〔胴 纈 っP・ 内 堵 し く 敵 鳶 ・ た 伍 紹)
・ し た か ・ て 脂 瑛 つ 礁 存 ・初 二 四 ソ ¢ 上 界 が 抑
ふ
え ら ・ナ・3吻 は リ ン 脂 蹟 含 量 の 尚 ・囲 額 に 共 宜
し た 性 竣 つ よ う ヒ 還吻 れ た の で 、 こ9稟 謹 明
ら か に す 夢 た あ に 各 種 脂 珍 の ワ ン 脂 甥 丞 今 ヒ
ぢ%の り/一 ノし酪 メ チ ・・hPO抑 奏 加 し マP
・)弓 経 時 酌 変 化 一左 劇 是 し た ・袖 、幻 。 唇
一181一
結 果.い 軍 仰 り ン 脂 鄭 侃po助 修 下
祁 わ ち 雌 翼 物 分 解 作 駐 示 し 悔 グ 各 リ
ン 脂 獲 向 の 鹸 、他 物'今 解 鯛 つ 強 ざ と 初 期 段
階 の 分 解 パ タ ー ン に け 越 酵 力潔 ・幽 鶴
そ の 醐1剣 ン 顧 の 徊 初 相 藍 ・ 揚 毛 つ
で は お い か と考 舜.し か し 丁 しC貝 鹸 出
さ れ 右 各 リ ン 脂 珍 つ 主 繊 今 は ホ ス フ ア チ シ ん
コ'ノ ンで 捌 ,老 の 絢 劾 押 ぼ 鰍 く・ 齢'
化 物 今 解 作 用 の 大 を か 差 色 説 θ胆'鎮 か つ ブ三
.坊 、 各 穫 　 ン 脂 蜘 保 か 勘 ρo助 勲 ¢
,筋 孔,頻 リ ン 綴 鈴 鵬 ネ刀期 討 瑠
飢,四 そ縫 激 に 勘 す 阿 で 齢 耽 物 今
餌 桐 邪 経 時 酌 に 強 く 鶴 こ と が 予 嗅忙 繰
.そ こ で,そ つ 酬 釦 媚 耕 つ り 淵 纐 つ マ且
鍍 化 にbと1奪 吻 嵯 の で 各 種9ン 能 駆
イ締 前 後 つ 組 磯 化 左 丁レレP彦 π・1擁%透 に
女 。 て 繍 し た(隙 ヲ)・ 齢 結 果 ・ 各D
脂 篁 区 今 と モ 保 存 後 に は 釦 銭 令 マ協3ボ ス フ
ア テ ジコ し コ リ ン つ 鰐 か 非 物 二 轟1渥 訊 向・
今 解 重 今 物 と 惣 沸 多 樹 生蠣 が ㌻馳 し た
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か ノ 過 .離1'他 物 ・分 解 作 園 つ 強 い 唇 分 ほ ビ 愛 絶
か・著 し か ・ た.し た が っ ブ リ ン 脂 須 つ 藍 齢 馳
物 今 解 イ幽 は 老 つ 瓢'化 望 威 物`二 基 因 す3と 椎
是 さ れ'た 。
第 璋 オ キ ア 三 レ シチ γ 齢9魁 離艶 物 令
解 隼 困 と褐 変 及 応 と ・ 御 鰻 係
第 ユ 章 の 結 果 か ら 壱 穫 ・ノ ン 脂 茸 弓 畳 離 紀 惣
努 解 年 囹 を 比 教 才 多 と オ キ ア ミ リ ン 脂 竣 が 宅
っ と 畜 強 く 、 ま た 盟 灘'但 物 今.解 年 嗣 は4慕 有.1寿
に 窒 威 し 表 ・分 解 物 毒 よ が 重 会 物 に ま3看9と
予 想 さ れ た 。 そ こ で.こ の.臭 を 確 力・あ3右 あ
仔;存 期i旬9・ 異 な 各 オ キ ア ミ レ シ'チ ン;塗i麹 巌.し
こ れ ら つ 墨 齢 化 物 今 解 隼 囹 乏 鹸 討 し た(種 ノ0
)。 ゼ の 鷲 果.愚 鵬'彪 物 ・分 解 乍 用 トま イ藷 存 日 数
か'長 く プ》3に つ ≠し 弓重 く か 喜 傾 戸弓 ・カ"言忍 あ あ ≠1レ7宅
。 一 方11ン 脂 竣 は 礁 有 中1二 着 し く 褐 変 し,褐
変 と よ邑 瀦'〃 乞 物 今 解 イ斧 嗣 ヒ9相1均 が 予 想 ± れ た
¢ ゴ,オ キ ア ミ レ シ チ ン 屡 令 の#%借 存 字
切 舗 数 つ 如 唖 調 べ 制 酵!1、.殉1つ つ
u
-183 一
い マ み3と 勅 期 つ 唐速 浦 増 加 後 直 ち に 循 下
し 愚 離 佗 物 今 解 倒 判 乞 示 す ゑ 面 ,褐 逢 筏 はC
o)と と 右 に 勧 期 が ら 増 加 し ρ9レ っ 急 激 だ 藏
少9み.ら れ う 時 期 じ 著 し く 強 ま っ 尤9「 い,こ
っ 繭:者 に は 神 陶 か あ ら よ う に 思 わ 牝'た θ 次 い
一ビ オ キ ア ミ レ シ チ
ン つ1邑 離'陀 物'分 解 年 用 み ょ
ザ 褐 変 及 た に み よ ぼ す 不'飽 卸 脂 月方.鶴'の 肉 与 を
調 べ3た あ 、 オ キ ア ミ レ シ チ ン っ 水 添 し 禿 毛
ζう に ζ ラら σ)リ ノ ー/レ 醗'メ 巧L!し '月PO色 力陰 ☆ノ ブ
焦 存 ・弁 の 戸oレ と 褐 色 後 の 変 化 乏 調 べ た 。 る つ
結 り畏 、 噛オ キ ア.三 レ シ チ ーン は7kl。 添 に よ づ フ 過,函後'
化 物 分 解'隼 用 お 士 び 褐 変 及 拠 力・ ほ と ん ど 抑 九
ら 牝3こ 巳 か 揃'・ た(ア ・ヂ の ・ レ× 上9・ 鷲 果
か ら リ ン 脂 須 つ 鹸'他 物 分 解 乍 用 乙 褐 変 及 ん
と の 向 に は よ い 相 衡 が あ ・ノ,ま 元 二 れ ら つ 及
ん に は 不 飽 知 脂 肪 離 か 寄 与 ず う 毛9と 判 断 さ
・ れ 仁 つ ぎ に リ ン 月鋤 つ 峰 麟 耽 物 今 解 年 回 に
い
,ヂ れ の1彦 能 甚 が 関 与 す3カ ・左 調 べ3た あ 、
オ キ ァ ミ レ シ チ ン つ 各 ・種 力。水 ノ分 解 物 に つ い コ
検 討 セ 行 だ ・ 喪(聾 ・ノの 。 す β の ち ・登 縫 加 フK
-184一
今 解 物 に ダ%つ ・ノ ノ ー/し 敵 メ チ/・ 月P・ ち
添 加 し た 後 っP卯9変 化 左 政3と,ジ ブ'1乞
リ ド 区 今 て噂 初 期 か ら を 速 が 上 昇 を 景 葎 面
未 処 瑚 レ シ テ ン カ蹄 ・ と 毛 強 い 今 解 作f羽 直 よ
し,次 いTレ シ チ ン か ら コ リ ン 左 徐 い プ… 出 ス
フ ァ チ ジ ン 離'み ま ザ 脂 財 酷'1・ 分 ・チ セ 稔 し・ プ… リ
ゾ レ シ チ ン は い ず'れ 右 易易 い な が ら 右 西 離 聖〃¢ 物
今 解一年 国 左 吊 し た つ て"、 り ン 脂 つ 愚,離'化 物 ・今
解 年 用 つ 発 娯 ヒ は 分 号 ・弁gリ ン 離 甚 と コ り ン
基 つ 南 与 が 示 唆iれ た.こ の 際9褐 を 渡 は 置
離'他 勃 今 解 作 嗣 の 強 い 屡 今{迂 ど 著 し い 『変 化 を
希 し 両 者 肉1⊃ は よ い 初 南 か み ら れ た 。
窮 午 章 ・鍛 化 オ キ ア ミ レ シ チ ン 中 つ 直 離 〃乞 物
分 解 作 用 鋤 笈9今 唯 と 乏rヲ 化;営 的 性 状
オ キ ァ ヨ1ノ ン 脂 賃 中 つ 直 酷M¢ 物 今 解 年 用 彦
示 可 鯨 因 物 嘆 を 検 潔 す 多 た あ,ま す'』オ キ ア 三
レ シ チ ン 区 分 か ら 尚 齪 化 物 今 解 作 用 の 弓亀 い 物
須 区 ム ち 躯 珪 し 土 う と し た.触 ・牛 は 極 性 に
よ っ て2一 窃・ し た オ キ・ ア ミ レ シ チ ン 〔茎 令 乏 ψ女
一185一
oこ マ"7{ヨ 向4岳 存 し た そ隻 ρ
ξ…,4ξi一 こθ〃κ/05eカ ラ ム
を 嗣 い マ!今 驕 し た 鷲.果 フ・ あ 診 。.!各 区!努 っ 確 ト 出
量 左.み 診 と,極!卜 隻 ζラ'易 易 い ク0ロ,ホ 〆し 乙へ/メ タ
/一/し(1こ1)唇/分 ・ トま ク1コ ロ こ六/し ム/メ タ ノ
ー ・し 混 液 で 約 ♪・%叫 容 出 量 色 孟 し た が
,極
性 の 強 い メ タ ノ ー/し 区 今 っ 喝 合 は 翫 酬(の ・人
後 う レ容 出 量 か 約 ケ ら%ほ ど あ ワ 、 、メ タ/一 ル
区 ・分 の 愚 鶴'化 物 ・分 解 イ芦 用 つ ラ{該芝〔 は こ れ ら 弓 極
・機 劾 獲 ヒ ま:3 ・ 毛 ・つ と 尼一わ ψ'た 、PεA6一 彪 〃薩/・5・し
カ ラ ム 各 今 蛮 区 ・分9』&灘'4乞 物 今 解 イ戸 用 ヒ っ い
コ 調 べ「 み う.と, ..概 ね 一極 性i二 声 ・じ π 強 く な3
傾 向 老 示 し た が,:特 ・に 阿巴0月(')溶 出 唇 ∠分 はr5
っ と 毛 強 い 分 解 作 用 左 量 し た(万 ・尉 の ・
布 旋1・ は 蒼 今 藍逐 今 つ 乎 殉 令 子 量 色 漫促 し 夷
結 ・果r∵ 亀毛 っ と 毛!分 ・解 イト1手}つ ラ童1カ・っ1フ三 ハ4,巳0←1(')
!茎 分 は'」 》6と.1ま 一1の 身ド1}睾1二 弓、 さ二 い イ直 左 爺 し ∠毎
解 物 区'分 ↑ あ ∋ 及 面,つ ぎ噛に 劾 果 つ あ っ た
錦 α 。/惚 酬 伊 グ ♪り 一 〈/〃苧 塩 区 今 ぱ/ヲ ¢・ ・界 上 つ
筒 い 早 掬 今 子 董 ち 示 し 重 令 物 唇 今 て・あ ち こ と
か'わ か う た 。 一 方 ・甕〉今{強 乙…・今"ま ま ・だ レ昆 令》物 ↑
一186-
1
あ3か'リ ン と コ リ ン 軒 方騎 握 力・碍
出 し た1毛!し 当 リ つ モ1し 数 老 み3と 、1恥o月
(の 区 分1二 は リ ン ・・弓 毛 ・し.コ り ン ・・〃 毛 ・し
と な り 、 こ 才レ は 不 純:物 と 考 え ら4し3数 値 で あ
多 及 面,じ 月C'!3/κ 乙0〃(ヂ ρこ♪o)一A!κ チウ孟 区 今 の か易
含 は 病 威 今 乙 毛 に ユ モ!レ 稚 俊 含 塗 れ て リ ン と
コ リ ン の 含 量 と 愚 酬 乞物 今 解 倒 司 ヒ の 直 接 的
相 肉 縁 認 あ ら れ!;な か っ た 。 ま た 各 今 奮 唇 今 っ
Pρ ρ 月 薩 ・元 力 っ 襖'1つを 、鷲 果 力・ う 右 門《LOθ(')丞 今
ゆ
は ほ ど ん と∴ 遡1ラと カ ち 「示 立:プ3い;及 面 、 じβ61ヲ//喉 レ
酬('グ 》・)刑 晦 唾 区 今 は 強 ・・ 還 元 力 左 孟 し ,
爾 者・ に'せ 六 を な ≒差:か ・み ら ψし 過 函霞。・4乞 物'会 ＼解 ・イ診 園
物 宴 つ 多 様 ・椎 か'雄 劇 さ れ た 。 眺 上 つ 結 累 か ら
オ キ ァ ミ リ ン 脂'墳 っ 畳 酷'化 物 今 解 イ戸 用 はllン
目旨 賃 つ 離 犯 後1二 は じ あ マ 硯 ψ れ 多 右 つ で 老 つ
か ・困 物 瑛 は 単 一 物 笈 で は ブ3く.リ ン 脂 積 つ ・毎
解 ヒ よ ・ て 窒 威 し た 低 今 子 屡 分 乙 重 会 ヒ よ う
圏
高 今 子 区 今 乙 牲 茨 か'輿 な ・ た ユ 種 類 に 犬 馴 で
ギヒ3こ と=カ ・'冴っしカ'ヴ ・:フ三詔～ イ伝 分,3」 ∠茎'令 ・ っ ハ7乏,OH`'♪
区 合 は ク ロb派4し 払 七ヤ エ=一 一テ ル`二 難 洛 レ ア ル
F一 垂「87一
コ ー!レ に 可 添 、 水 に け 石 ケ ン 状 に 今 徽 才3
極 ・塗 物 甥 で 容 揚 に 褐 変 重 含 し 不 密一髭 簡 健 蹟 壱
希 ・ た ・ 本 鈴 は 痙 虐 孫 し・右 よ う に 鰹 百
糸 の 即 艮 マい ユ 戯 伽 二 大 刷 さ'れ た が 回 収 季 か ＼
極 端7に 悪 か フ 在 、 一 方 逆 相7`仁 ⊂'τ"は 原 呉 物 須
・凶 タ臼 。3威 今 に ψ か れ
,い 牢 れ つ 区 今 告 畳 離
舵 物 ・分 解 乍 用 彦 示 し た カ・'、 乞 の 主.画/肴 はFl〔 茎
/分・て",あ つ た 。 レ凶 上一 ・r>、鷲 ・果 力・ ら 産薩'4(Lオ キ ア 三 レ
シ チ ン 中 つ 畳 巖'犯 物 ・参 解 作 嗣 物'嚢 じ は い く つ
か っ 房 今 が 陶 与 し フ い つ 二 ど が 明 ち か に プ3っ
た 。
第r章 総 捲
南 多歩 産 ・オ キ ア ミ 脂 笈 は ホ.リ エ ン 離'に 富 秀1=
看'か'か φ ら す"・比・教 的1二 宴 是'崖 に3ぐ れ,/降;存 ・
中b且 離'化 物 左 蓄 積 し か ・・ と い う 特 異 β ・綾 笈
左 持 っ π い30こ 二 つ7翫 区〕1二 つ い フ:検 診す し レ人 下
ら よ う β 話 果 乏 得 た 。
1)オ キ ア 三 脂 嘆 っ:坑 離'犯 ・崖 け 午30μ グ/影 油
!護〉 ま 才し つ 〆 一 ト コ7ヱ1コ ー ノレ ・つ 受力 果 と1ノ ン 月旨
一188 一
後 ・う 相 粂 年 閨 に よ っ π 廃 硯 ざ れ て い3。 し
カ ・ し ,。 く 一 ← コ7エ ロ ー/し ・つ 麦力 果 一τ"は 愚 敵'4と,
物 か・蓄 積 し ね い 理 由 左 説 明 て依 ね い 。
勾 微 有 ・拍 二 愚 巌 化 物 が 蓄 積 し な い つ1寸,
顔'乾 か'抑 え ら れ3た あ で は ⑬ く 、 生 副 し た 臼
POカ ・'す み ヤ か に ・分・解 さ二4'し3プ 三 ・め マいあ}っ
ヲ)過 敵'他 物 秀 解 作 用1ゴ リ ン 脂 獲 区 令 に 見 宏
さ れ た こ と か ら リ ン 脂 箕 に 共 直 だ 椎 竣 と 爆 わ
れ 、 中 で も オ ギ ア ミ ～1ン 脂 須 は 終 に 令 餌 学 爾
力・'う曳 力'っ プ三 。
紛 り ン 脂 須 の 過 齪 化 物 今 解 年 用1寸 リ ン 脂
箪 っ 離'4し の ⊥色 行 と と 毒 に 強 く ね.っ た こ と か ら
リ ン 脂 後 つ 敵'犯 生 戯 物 が 今 解 イ膨・用 を 肩 ず 多 こ
と・ か＼ウ カ・っ1だ 。
の り ン 脂 簑 つ 離'弛 生1或 物 を ・分 刷 し フ 調 べ
孝 と こ3,重 ・含 物 志 ま が覧低 ノ分 子'分 解 望'載 物 繭
者 に 過一卵皇'化 物 令 解 牢 園 力・認 あ ら れ㌦ 各 種 顔変'紀
窒 戯 物 か'複 合 酌 に 年 用 し マ 工畳 離'絶 物 乏 今・解 マ
'
み
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本論文は5章 よりなっているが,そ の第1章 において,POVが 上昇 しないのは強力な抗酸化剤
の存在に由来するか否かを明 らかにするためヶイ酸カ ラムクロマ トグラフィーにより脂質を分画
しα一 トコフェロール(α 一Toc)の 存在を認めた。 しかし,POVが 上昇 しな くてもCOVが 上昇
するという事実は α一Tocの 存在だけでは説明出来ぬため,リ ノール酸メチルヒドロペルオキシ
ド(HPO)に 各分画区分を添加 して放置 したところ,リ ン脂質区分を添加するとPOVは 急速 に
減少することに気づいた。すなわち,本 結果によると,リ ン脂質の自動酸化物はHPOを 分解 し
カルボニル化合物を生成させるとい う性質を もつといえた。そこで,第2章 においては大豆や卵
黄から分離 した リン脂質を用いHPO分 解 作用をみたところ,沖 ア ミリン脂質ぽどではないがや
はり同様な作用が認め られた。
第3章 では沖アミリン脂質の主要成分であるレシチ ンを分離 し,そ の過酸化物分解作用を検討
したところ,レ シチ ンは褐変が進行するほどHPO分 解作用が強まること,水 添 レシチンは殆ん
ど分解作用を示さないことなどを認めた。
第4章 ではDEAE一 セルローズカラムにより酸化 レシチ ンの分画を行い,メ タノール溶出区分
の分解作用が もっとも強 く,ク ロロホルム:メ タノール(8=2)区 分がこれに次 ぐことを認あて
いる。 とれらの分子量を比較 してみると前者は150,後 者は1940で,こ れは重合物 といえた。
このほか,コ リンおよびその分解物を含む水溶性区分にも分解作用を認めている。
以上のごと く本研究は従来まったく知 られていなかった リン脂質酸化物の ヒドロペルオキシド
分解作用を見出したもので,油 脂化学および食品工業の分野に新知見を加えたと認められるとこ
ろから農学博士の学位を与えるに充分な価値を有すると判定 した。
一195一
